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研究成果の概要（和文）：本研究は、「多文化共生社会」における「外国人支援」の一環として、心地よい医療環境作
りに必要なコミュニケーションスタイルを探ることを目的とした。診療場面における医師の丁寧表現不使用に対する評
価を比較した結果、日本人患者に比べ韓国人患者の評価が厳しく、医師の丁寧表現不使用に接した際、日本人患者より
も「不快」と感じる度合いが高いことが予想された。しかし、従来の研究を参考に立てた「日本人患者は医師との親密
度に、韓国人患者は医師との年齢差に対してより敏感である」という仮説に対して、日韓患者ともに医師との親密度に
より評価が左右される傾向が窺え、年齢差の影響が思ったより絶対的要因ではないことが示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study aims to explore communication styles required for creating reassuring 
medical environments as a part of providing support for foreigners in a multi-cultural society. The 
analysis of our questionnaire survey on the use/non-use of polite expressions by the physicians for 
Korean and Japanese patients reveals that Korean evaluate the non-use of politeness expressions more 
negatively than Japanese. The previous studies suggest that Korean/ Japanese use honorifics tailored to 
age of/familiarity with the other party, respectively. However, in medical interviews different from the 
situations in everyday conversations, both Korean and Japanese consider familiarity with the physicians 
more important than their age.

研究分野：社会言語学

キーワード： 医療コミュニケーション　丁寧表現不使用　絶対敬語・相対敬語　コミュニケーションスタイル　外国
人支援
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)日本を取り巻く言語環境が、急速に変化し

つつある。現在、日本は長期滞在型・定住型

の外国人が増加しており、これからの日本は

まさに多言語・多文化社会になろうとしてい

る。『在留外国人統計』22 年版によると、全

国統計が 210万人を超えている。中でも特別

永住者を含む長期滞在型が 6割を超えており、

今後とも増え続けることが予想される。 

 

(2)一方、近年安全で信頼される患者参加型医

療が提唱され、社会からの要請も高まってい

る。その実現には患者‐医療者間のコミュニ

ケーションの適切化が不可欠であり、これは

そのまま医学教育の重要な課題ともなって

いる。 

 

(3)日本社会の現状を踏まえると、もはや、患

者‐医療者間のコミュニケーションの適切

化は、日本人患者に限られた課題ではない。

外国人患者と日本人医療者が信頼関係・協力

関係を築き、安全で信頼される患者参加型医

療を実践していくためには、まず「言語と文

化の違い」という壁を乗り越えなければなら

ない。しかし、日本の医療現場で外国人が遭

遇する言語問題やその解決・軽減策について

の研究はまだ始まったばかりである。外国人

患者が日本人医療者とのコミュニケーショ

ンでどういう困難に遭遇しているか、どうい

う問題解決・軽減策が必要かを明らかにする

研究が急務である。 

 

２．研究の目的 

(1)他国で暮らす外国人が安心して生活して

いくためには、医療面での支援が不可欠であ

る。しかし、日本の医療現場で外国人が遭遇

する問題やその解決・軽減策についての研究

はまだ始まったばかりである。韓国語を母語

とする著者も、度々遭遇する日本人医師の言

動に戸惑うことがある。一例として、風邪を

こじらせて病院を訪れた際の出来事が挙げ

られる。初めて訪れた病院で担当は 60 代の

女医であったが、医師は診療中、頻繁に丁寧

表現の使用／不使用を切り替えていた。著者

にはそのような医師の言語行動が失礼なも

のと感じられ、大変嫌な思いをしたことがあ

る。その後、日本に滞在する韓国人に日本の

病院での診療時の医師の言葉遣いについて

尋ねたところ、同様の経験をした人が少なく

なく、その経験を不愉快なものとして語って

いた。 

 

(2)〈研究Ⅰ〉では、患者に対する医師の待遇

コミュニケーションのうち、丁寧表現の不使

用に焦点を絞り、まず日本人患者と日本人医

師の認識を明らかにする。診療と直接関係の

ない発話（「外で待ってて」）と直接関係のあ

る発話（「アレルギー反応はないんだよ

ね？」）における医師（30 代の医師と 60 代

の医師）による丁寧表現の不使用に対する患

者と医師の認識を SD法により調査し、その

結果を統計的に分析する。 

 

(3)〈研究Ⅱ〉では、多文化社会へ向けて安心

な医療環境作りのために必要な日本人医療

者と外国人患者間のコミュニケーションス

タイルを探るために、医師の丁寧表現に関す

るスタイル選択（使用する／使用しない）と

患者（日本人患者／韓国人患者）の認識につ

いて検討する。 

 

３．研究の方法 
(1)〈研究Ⅰ〉の調査 

①調査対象 

 医師、医療消費者（以下、患者と略記する） 

②調査期間 

 平成 25年 5月 28日～5月 30日（3日間） 

③有効回答数：1,051人（回収率 47.1％） 

 （内、医師 523人、患者 528人） 

④調査方法：質問紙調査 



・調査場面設定にあたっては、丁寧表現を使

わない医師の年齢による印象の変化を調

べるため、まず、発話をする医師の年齢を

60代の男性医師と 30代の男性医師とに設

定した。また、発話の内容による印象の変

化を調べるため、医師の発話を診療とは直

接関係のない内容（「外で待ってて」）と診

療と直接関係のある内容（「アレルギー反

応はないんだよね？」）に分けて調査した。 

・表現に対する評価の調査には、SD 法

（Semantic Differential法；意味微分法）

を採用した。医師が丁寧表現を使用しない、

「外で待ってて」、「アレルギー反応はない

んだよね？」について、患者と医師がどの

ように評価しているのかをこの方法によ

り明らかにできると考えた。60代医師の発

話と 30代医師の発話という設定で提示し、

表現から受けることが予想される評価尺

度 15項目（「偉そうな－偉そうでない」、「暖

かい－冷たい」、「普通である－普通でな

い」、「親切な－不親切な」、「下品な－上品

な」、「明るい－暗い」、「自信のない－自信

のある」、「堂々とした－卑屈な」、「丁寧な

－乱暴な」、「誠実でない－誠実な」、「分別

のある－無分別な」、「適切でない－適切で

ある」、「違和感がある－違和感がない」、

「親しみやすい－親しみにくい」、「思いや

りのない－思いやりのある」）を用意し、5

段階による評定を求めた（「良い－悪い」

の例：①非常に良い、②やや良い、③どち

らともいえない、④やや悪い、⑤非常に悪

い）。 

 

(2)〈研究Ⅱ〉の調査 

①調査対象 

日本人と韓国人医療消費者（以下、患者と略

記する） 

②調査期間 

・日本：平成 26年 7月 25～28日（4日間） 

・韓国：平成 26年 7月 25～29日（5日間） 

③有効回答数 

・日本人患者：人数は計 566人（男性 282人、

女性 284人）で、平均年齢は 44.0歳であっ

た。 

・韓国人患者：人数は計 529人（男性 266人、

女性 263人）で、平均年齢は 44.7歳であっ

た。 

④調査方法：質問紙調査 

・調査場面設定にあたっては、日本人患者と

日本人医師の評価の比較を行った〈研究

Ⅰ〉の結果から、患者と医師の両者ともに、

診療と直接関係のある発話よりは、関係の

ない発話に対して、より否定的な評価を下

していることがわかったため、〈研究Ⅱ〉

では診療内容と関係のある発話のみに対

象を絞り、さらに医療関係者の助言を受け

て、「薬にアレルギーはないんだよね？」

に対する評価の調査を行った。 

・丁寧表現を使わない医師の年齢による患者

の印象の変化を調べるため、まず、担当す

る医師の年齢を 60代の男性医師と 30代の

男性医師とに設定した。また、患者と医師

の親密度による印象の変化を調べるため、

「今日初めて診てもらう医師の発話（関

係：疎）」と「いつも診てもらっている医

師の発話（関係：親）」に分けて調査を行

った。 

・「薬にアレルギーはないんだよね？」とい

う表現から受けることが予想される評価

尺度 12項目を用意し、5段階による評定を

求めた（①とてもそう思う、②ややそう思

う、③どちらともいえない、④あまりそう

思わない、⑤まったくそう思わない）。〈研

究Ⅰ〉で提示した 22 項目のうち、プラス

イメージ（「真面目だ」、「自信がある」、

「堂々としている」、「明るい感じだ」、「親

しみやすい」、「感じのよい」）とマイナス

イメージ（「偉そうだ」、「高圧的だ」、「不

快だ」、「無分別だ」、「違和感がある」、「不

親切だ」）を表す表現、それぞれ 6 つずつ



を取り上げた。 

・質問紙は日本語版と韓国語版、2 つのバー

ジョンを用意して実施した。韓国版は日本

語版の内容を韓国語母語話者である著者

が韓国語に翻訳した。 

 

４．研究成果 

(1)〈研究Ⅰ：診療場面における医師の丁寧表

現不使用に対する患者と医師の意識比較〉の

結果 

①SD 法調査の因子分析の結果、それぞれの

場面における患者と医師の認識の因子構造

が、30代医師による「外で待ってて」に対す

る患者の認識以外はすべて同じであった。具

体的には、患者・医師ともに親密性に関する

因子、信頼性に関する因子が見出されたが、

患者の場合、30代医師の「外で待ってて」の

発話においては親密性の因子に対応する因

子が、友好性と信実性の因子から構成されて

いた。このことは、患者の場合は、診療と直

接関係のない内容における若い医師（30代）

の丁寧表現の不使用をより多面的に受け止

めていることを示唆するものと解釈できる。 

②SD 法調査の t 検定の結果、ⅰ患者も医師

も、診療場面における医師の丁寧表現の不使

用（「外で待ってて」と「アレルギー反応は

ないんだよね？」）に対して、60 代医師より

も 30 代医師の丁寧表現の不使用に対して、

より否定的な評価を下していた。ⅱ患者も医

師も、診療と直接関係のある「アレルギー反

応はないんだよね？」よりも、診療とは直接

関係のない「外で待ってて」に対して、より

否定的な評価を下していた。ⅲ患者に対する

医師の丁寧表現の不使用に関しては、患者よ

りも医師の方が、より否定的な評価を下して

おり、厳しく認識していた。ⅳ「外で待って

て」に対しては、患者も医師も、中高齢層グ

ループとの比較において若年層グループか

らは、肯定的評価と否定的評価が混在してい

る様子が窺えたのが特徴的であった。「アレ

ルギー反応はないんだよね」に対しては、患

者の方は中高年層グループの方がより否定

的であった。 

以上、本研究の結果から、医師のざっくば

らんな働きかけ（丁寧表現の不使用）は患者

にとっても医師にとっても良いとは評価さ

れていないことがわかった。 

 

(2)〈研究Ⅱ：診療場面における医師の丁寧表

現不使用に対する日本人患者と韓国人患者

の意識比較〉の結果 

①日本人患者と韓国人患者による評価比

較：担当医師の年代、医師との親密度に関係

なく、韓国人患者が日本人患者より診療場面

における医師の丁寧表現不使用に対して否

定的な評価をしていた。 

②医師の年代による患者評価比較：日韓患者

ともに医師との親密度に関係なく、60代医師

よりも 30 代医師の丁寧表現不使用に対して

評価が厳しかった。 

③患者・医師間の親密度による患者評価比

較：日韓患者ともに、医師の年代に関係なく、

いつも診てもらっている医師よりは初めて

診てもらう医師の丁寧表現不使用に対して

より厳しい評価をしていた。 

④担当医師の年代と患者・医師間の親密度に

よる患者評価比較：日韓患者ともに担当医師

の年代よりは患者・医師間の親密度に評価が

影響される傾向が窺えた。 

以上の結果から、もともと診療場面におけ

る医師の丁寧表現不使用に対して日本人よ

りも否定的な印象を抱いている韓国人は、日

本で同じ場面に遭遇した際に、日本人患者よ

りも「不愉快である」と感じる度合いが高い

ことが予想される。しかし、従来の研究結果

を参考に立てた「医療コミュニケーション場

面においても、日本人は親疎関係に対して、

韓国人は年齢差に対してより敏感である」と

いう仮説に対しては、日本人患者同様韓国人

患者も医師との親密度により評価が左右さ



れる傾向が窺え、年齢差の影響が思ったより

絶対的要因として働いていないことが示唆

された。 
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